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1. 研究の背景と目的 

現代の日本の教育には，日本人としてのアイデンティ

ティの育成が求められている.これからの国際化に対応

するグローバルな人間の育成には，自国の伝統や文化に

ついて理解し，日本人であることの価値や意義を持ち自

覚することが必要不可欠である. 
しかし，郷土教育の導入は未だ十分にされておらず，

教育基本法に規定されるように，郷土教育は今後ますま

す力を入れて対策する必要があると考えられている. 平
成 18年には教育基本法(昭和 22年法律第 25号)が改正さ

れ，第 2 条に「教育の目標」が新設された.「日本の伝統

や文化」に関して，「伝統や文化を尊重し，それらをはぐ

くんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重

し，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと」

と規定されている.また学校教育基本法(21 条の 3)に「我

が国と郷土の現状と歴史について正しい理解」を求める

新たな義務教育の目標が制定された 1). 
 地域の歴史の遺産を目の当たりにすることは，共感や

臨場感を伴う驚きをもたらすことに繋がる.子供たちの

心を揺さぶり本気にさせるような学習をもたらすことが

期待されている.しかし，地域ごとの歴史教育や郷土教育

は，地域毎にコンテンツを用意する必要があり，統一し

たものではないため，能動的で主体的な学びが求められ

る.それ自体，教育効果をもたらすとして，平成 29 年告

示の小学校学習指導要領ではアクティブラーニングの推

進が求められている 2). 

  
現状としては郷土教育の導入は不十分であり，子供達

が身近な地域の伝統や文化，歴史を理解していることは

少ない.また，人口の減少や急速な高齢化の進展により，

他国に先んじて社会的課題に直面する「課題先進国」で

ある.情報通信白書では我が国が抱える社会的課題を解

決し，国民生活や経済活動に必要な機能を維持するには，

ICT の活用が必要不可欠であると取り上げられている 3).
現在は，インターネットや SNS の利用が当たり前の時代

になってきており，教育上のデジタルコンテンツも普及

しつつある.本研究では，主体的な学習を意識したインタ

ラクティブなデジタルコンテンツが郷土教育にどのよう

に有効活用していくかを明確にする必要があると考え

た. 
既往研究として，小学生の自己学習を促すインタラク

ティブコンテンツに関する研究 4)，郷土教育における歴

史認識の特有性と課題，学習者と学習対象との時間的懸

隔をいかに位置づけるか等 5), 6), 7)がある.前者では，教育

の情報化では，ICT の特長を効果的に活用して分かりや

すく深まる授業の実現が目指されている.またデジタル

コンテンツはインタラクティブ性を高め学習動機・学習

頻度が向上することを検証されている.後者では，郷土教

育の発展性を担保する観点から歴史学習において得られ

る歴史認識の評価基準も含め検討されている.今後もこ

の種の研究の展開が期待されている. 
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2. 研究方法 
2.1. 研究対象地 
埼玉県和光市新倉 3丁目 2831番 1外に所在する午王山

遺跡は旧石器時代を初め，縄文時代，弥生時代，古墳時

代，奈良・平安時代，中世の各時代の遺構や遺物が存在

する複合遺跡である. 

本研究は，埼玉県和光市にある午王山遺跡及びその周

辺地域を対象とする.午王山遺跡は令和二年3月官報号外

第 45 号の告示により，文化財保護法第 109 条第 1 項の規

定による国指定の史跡に正式に指定された.和光市は今

後の保存や管理について考えている. 

 

 
Fig.1 研究対象地 
 

2.2. 分析の進め方 
専門的用語が多く存在する現状の午王山遺跡について

の資料を収集，分析した上で，小中学生でも容易に理解

ができるようなデジタルコンテンツを作成する. 
後半部分では，前半で作成した午王山遺跡についての

デジタルコンテンツを用いて，WEB 上で閲覧できるイン

タラクティブな WEB-GIS サイトを構築し，小中学生で

も容易に理解ができるようにするにはどのような点を改

善するべきなのかを検討する.  

2.3. モデルの作り方 
午王山遺跡に関するデジタルコンテンツは和光市埋蔵

文化財報告書，第 66 集，午王山遺跡総括報告書(和光市

委員会(2019))を参考に作成する.WEB サイトの分析につ

いては，現在公開されている中の午王山遺跡について記

載されているもの全ての WEB サイトを使用する. 

2.4. 使用システム 
本研究では，BIM ソフトとして Autodesk 社・Revit2022

を使用する.レンダラーソフトである Twinmotion を用い

てレンダリングし，コンテンツ画像として書き出す.また，

地形図などの地理空間情報は Arc GIS Pro を使用する.そ
して，これらを Arc GIS Online を用いて Web 上で統合・

構築し，インタラクティブなデジタルコンテンツとして

試験的に公開する. 
2.5. 使用データ 
午王山遺跡に関する基本的な情報は，和光市埋蔵文化

財報告書，第 66 集，午王山遺跡総括報告書(和光市委員

会(2019))を用いる.関連する地理空間情報として，国土地

理院基盤地図情報「基本項目」，「数値標高モデル」を用

いた. 

 
3. 五王山遺跡教育コンテンツの作成 
ここでは，午王山遺跡再現モデルの作成と五王山遺跡

周辺特性モデルを作成し，集落の形成と立地の成り立ち

を学ぶためのコンテンツを作成した. 
Fig.2 は，午王山遺跡の配置図を示しており，24 戸の

竪穴住居を2重の環濠が囲んでいるのがわかる.この情報

を Revit2022 に取り込み，文献を参考にして 3 次元再現

モデルを作成した. 

 

Fig.2 午王山遺跡配置図 
 

Fig.3 及び Fig.4 は，同位置からの同縮尺カメラビューで

あり，Fig.3 は現在，Fig.4 は弥生時代の状況を再現して

いる.両時代における景観の変化を容易に理解すること

が出来る. 
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Fig.3 午王山遺跡現在① 

 

 
Fig.4 午王山遺跡過去① 

 

一方，Fig.5，Fig.6 は，別視点からの現在，弥生時代に

おけるカメラビューとなっている.こちらは，午王山遺跡

の大きな特徴である「独立丘」を意識した位置のカメラ

ビューとなっている．午王山遺跡が，「独立丘」を意識し

て集落が展開していることが理解できる. 

また Fig.7，Fig.8，Fig.9 は，それぞれ縮尺の異なる午

 

Fig.5 午王山遺跡現在② 

 
Fig.6 午王山遺跡過去② 

王山遺跡周辺のコンタ図である．それぞれのコンタ図を

比較閲覧する事によって，午王山遺跡の立地と荒川の関

係性を理解することができると考えた.1/1000のFig.7は，

独立丘上の平坦地を表示したものであり，特徴をつかみ

にくいが，1/10000 の Fig.8 は独立丘の存在を，1/25000
の Fig.9 は西に荒川を望むことができ，河川との地形的

関係性を考察できる. 
 

Fig.7 午王山遺跡周辺コンタ図(1/1000) 

 

Fig.8 午王山遺跡周辺コンタ図(1/10000) 

 

Fig.9 午王山遺跡周辺コンタ図(1/25000) 
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4. インタラクティブ性のあるストーリーマップの作成 
以上までで作成したコンテンツを素材として，

WEB-GIS である ArcGIS-Online を用いて，インタラクテ

ィブ性のある WEB-GIS サイトを構築した. 
インタラクティブ性を用いて小中学生に理解を深めて

もらう教育のポイントとして以下を挙げた. 
・弥生時代午王山遺跡であった空間は現在どのような空

間となっているか. 
・午王山遺跡の立地特性として，広域的な視点からどの

ようなものが挙げられるか. 
・午王山遺跡の立地特性として，地形的な視点からどの

ようなものが挙げられるか. 
以上をふまえ，ArcGIS Online を用いて，WEB-GIS サイ

トを構築した. 
 

この WEB-GIS サイトを閲覧した小学生は，興味の進度

にしがたってサイトを進んでいくことができ，上述した

教育のポイントを自ら発見できるよう設計している

(Fig.10，Fig.11). 

 

Fig. 10 インタラクティブな WEB-GIS サイト① 

 

Fig. 11 インタラクティブな WEB-GIS サイト② 

 

5. 考察と課題 
 以上のように本研究では，埼玉県和光市に立地する午

王山遺跡を対象とし，インタラクティブ性を担保した

WEB-GIS サイトを構築した.以下に考察と課題をまとめ

る. 
5.1 WEB-GIS サイト構築とインタラクティブ性につい

て 
WEB-GIS は，WEB 上で稼働する GIS であるが，スト

ーリーマップと言われる閲覧者の状況に応じたダイナミ

ックな情報提供が可能である 8)．このダイナミックなシ

ステムが郷土教育に効果的な能動的な学習に効果的であ

ると考えられ，その可能性を確認した. 
5.2 街づくりとの関係 
 WEB-GIS を活用した能動的な郷土教育は，同じく地域

空間情報の提供が重要な住民参加型の街づくり 9)に繋が

るのではと考えられる. 
5.3 課題 
 以上，考察を加えたが，さらに教育効果を高めた教育

コンテンツとなるよう WEB-GIS サイトを充実させた上

で，当地の小学生を対象としたアンケートを実施し，分

析の上スパイラルアップを進めたい. 
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